
技術解説書2.1.0版変更項目

技術解説書の該当箇

所

# 項目 概要 後方互換性

有無

ページ番号 イメージ

1 傷病名の登録基準の見直し 本サービスに登録する傷病名は、医療機関の電子カルテ内で管理している病名

リストに記載されている傷病名を、原則としてすべて登録する方針とする。 他医

療機関等へは、本サービスに登録したすべての傷病名を共有し、患者への共有

対象となる傷病名は、医師等が患者が誤解なく情報を受け取れると判断した傷

病名とする。一方で、医師の判断のもと、他医療機関等にも患者にも共有しな

いこととなった傷病名は、本サービスへ登録しないように運用とする。

あり p2

1 - - あり p74

1 - - あり p82

1 - - あり p82

1 - - あり p82

1 - - あり p125

1 - - あり p126

技術解説書2.1.0版変更項目
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1 - - あり p127

2 傷病名登録タイミング 傷病名の登録タイミングについて、本サービスへ登録する際に用いる病名リストを

登録・更新したタイミングに登録する。

あり p74

3 傷病名のClinicalstatus(転帰区分)の表示名称の日本語

修正

臨床情報閲覧上の傷病名のClinialStatusのステータスについて以下の通り変

更する。

・remission:(旧)軽快→(新)寛解

・resolved：(旧)治癒→(新)軽快または治癒

あり p83

4 検査単位統一方針の見直し 本サービスに登録できる単位を拡充することで、医療機関で使用している検査試

薬・機器に応じた単位を、原則としてそのまま登録できる方式へ見直す。

あり p3

p86なし感染症5項目および検査43項目のFHIR識別文字列の追加および変更を行

う。

【変更】

●尿中蛋白/クレアチニン比（P/C比）

削除：「U-P/C」

追加：「U-P/C-定性」「U-P/C定量」

●尿中アルブミン/クレアチニン比(A/C比) 削除：「U-A/C」 追加：「U-A/C-

定性」「U-A/C-定量」

【新規追加】

●HBs　 　▸HBs抗体(陽性コントロール比) 

●HCV 　▸HCV抗原検査(陽性コントロール比)

感染症5項目および検査43項目のFHIR識別文字列の追加

および変更

5



技術解説書の該当箇

所

# 項目 概要 後方互換性

有無

ページ番号 イメージ

技術解説書2.1.0版変更項目

5

5 - - なし p89

p88なし--

p87なし--5

p86なし感染症5項目および検査43項目のFHIR識別文字列の追加および変更を行

う。

【変更】

●尿中蛋白/クレアチニン比（P/C比）

削除：「U-P/C」

追加：「U-P/C-定性」「U-P/C定量」

●尿中アルブミン/クレアチニン比(A/C比) 削除：「U-A/C」 追加：「U-A/C-

定性」「U-A/C-定量」

【新規追加】

●HBs　 　▸HBs抗体(陽性コントロール比) 

●HCV 　▸HCV抗原検査(陽性コントロール比)

感染症5項目および検査43項目のFHIR識別文字列の追加

および変更

5
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6 検査・感染症情報の単位チェックロジック変更 検査単位方針の見直し（検査ごとに検査の単位を統一せず、試薬や機器を利

用して得られた結果値と単位をそのまま登録できるようにするという方針）に基づ

き、JLACコード表に試薬や機器を利用して得られる単位を全て収載する。

JLAC10で情報登録された場合はJLACコード表中の当該コードに対する単位で

あるかをチェックする（複数コード・単位が該当する）仕組みを構築する。

※JLAC11で情報登録された場合は現状のままJLACコード表に指定された単

位チェックを行う。（1コード1単位が該当）

あり p3

7 検査・感染症の基準値範囲の境界条件の表現の明示 基準値範囲の境界条件の表現が「未満／超過」または「以下／以上」のいずれ

であるかにかかわらず、Observation.referenceRange.low および

Observation.referenceRange.high には、境界値そのものを記録するよう

明記する。

あり p95－96

8 感染症情報の登録タイミングについての見直し 感染症情報は、電子カルテにデータが登録されたタイミングで本サービスへ登録す

る取扱いとする。ただし、このタイミングにおいて登録された情報は他医療機関等

へのみ表示され、患者に対しては、患者への送付が可能であると医師等が判断し

た時点で、患者共有フラグを付与して情報を更新することで患者が確認できるよ

うにする運用とする。

あり p2

8 - - あり p74－75

8 - - あり p98
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9 薬剤アレルギー等・その他アレルギー等物質の登録情報の登

録範囲

本サービスに登録するアレルギー等情報は、「重篤なアレルギー等」とし、まずは、

アナフィラキシー症状(疑いを含む)を生じたアレルギー等情報(※)を登録対象と

する。

※なお、まずは、アナフィラキシー症状(疑いを含む)を登録する対象としますが、劇

症肝炎などの重篤な症状に関して、他医療機関等に共有すべきと医師等が判

断した場合に登録することを可能とする。

あり p2

9 - - あり p100

9 - - あり p127

10 薬剤アレルギー等・その他アレルギー等の症状の記載 AllergyIntoleranceリソースにおけるreaction.manifestation要素につい

て、アレルギー情報をより正確に共有する観点から、アレルギー症状を必ず記述

するような実装をする方針とする。

あり p104－105

8 p126－127あり--
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11 - - あり p104

11 p103－104あり--

p102－103ありその他アレルギー等の登録粒度について、以下のように定める。

・食品表示法に基づく食品表示基準で規定される「特定原材料」および「特定

原材料に準ずるもの」を本サービスに登録する場合は、技術解説書で示すJ-

FAGYコードを用いる。

・既に医療機関で設定しているコードが技術解説書で指定したJ-FAGYコードよ

りも細かい粒度である場合は、当該医療機関で設定している既存コードと同一

粒度のJ-FAGYコードを設定することを推奨する。

・「特定原材料」および「特定原材料に準ずるもの」以外のその他アレルギー等情

報については、J-FAGYコード（ダミーコードを含む）のうち、いずれを用いて登録

しても差し支えない。

その他アレルギー等の登録粒度11
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12 薬剤アレルギー等・その他アレルギー等の登録タイミング 薬剤アレルギー等・その他アレルギー等の登録タイミングについて、本サービスへ登

録する際に用いるアレルギー入力欄に情報を登録・更新したタイミングに登録す

る。

あり p74

13 薬剤アレルギー等・その他アレルギー等の確定状況

（verificationStatus）の設定をしないことの推奨

薬剤アレルギー等・その他アレルギー等情報を本サービスへ登録する際は、

verificationStatus要素を設定しないことを推奨する。

あり p101

14 薬剤アレルギー等・その他アレルギー等の重症度

（criticality）の設定をしないことの推奨

薬剤アレルギー等・その他アレルギー等情報を本サービスへ登録する際は、

criticality要素を設定しないことを推奨する。

あり p101

15 その他アレルギー等のカテゴリの設定をしないことの推奨 「その他アレルギー等」に該当する場合は、category 要素は設定しないことを推

奨する。(設定されても他医療機関等や患者へ共有されない)

あり p100

P103-104なし「特定原材料」および「特定原材料に準ずるもの」のJ-FAGYコードについて以下

のように新規追加及び変更。

●新規追加（1件）

１．ピスタチオ

●Allergen Term（JP）の変更（5件）

１．変更前）食用鶏卵

　　　変更後）卵

２．変更前）落花生

　　　変更後）落花生（ピーナッツ）

３．変更前）いか類

　　　変更後）いか

４．変更前）マカデミアナッツ

　　　変更後）マカダミアナッツ

５．変更前）やまのいも

　　　変更後）やまいも

その他アレルギー等情報における「特定原材料」および「特定

原材料に準ずるもの」のJ-FAGYコードの追加及び変更

16
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17

17 p78あり--

p77あり臨床情報一覧のPDFレイアウトおよびXMLレイアウトを変更する。臨床情報一覧(PDF帳票・XML)のレイアウト変更



技術解説書の該当箇

所

# 項目 概要 後方互換性

有無

ページ番号 イメージ

技術解説書2.1.0版変更項目

17 - - あり p81

--17

p79

p80あり

17 - - あり
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17 - - あり p101

17 - - あり p125

17 - - あり p126

18 臨床情報一覧に表示される登録医療機関名のパスの変更 臨床情報一覧の登録医療機関名のパスを「Bundle.identifier.value要素の

先頭10桁」に変更する。

なお、継承の届出が医療機関等向け総合ポータルサイトにて行われているときは

承継先の医療機関名称が表示される。

あり p78

19 臨床情報登録のリアルタイム処理の推奨 臨床情報の登録について、リアルタイム処理を推奨する。 あり p74
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20 健診結果報告書・臨床情報における登録履歴照会機能の取

り扱い

健診結果報告書・臨床情報の登録履歴照会機能は以下のユースケースにおい

て利用する必要があるため、実装いただく必要がある。

＜履歴照会機能の利用ケース＞

健診文書・臨床情報について、本サービスへのデータの保存期間を超過した

Bundle.identifierの取消要求を行うと、本サービス上にデータが保存されていな

いため、エラーとなる。 　そのため、取消要求を行う際は、当該情報が本サービス

にデータが保存されているかを登録情報の履歴照会機能にて確認し、データが存

在している場合にのみ取消要求を行う。

あり p154

20 - - あり p156

21 閲覧保留の取り扱い 診療情報提供書における同意区分については、「閲覧保留」を削除し、「同意あ

り」のみとする方針とする。また、同意取得状況を入力・確認するための UI を用

意していただくことや、電子カルテシステム等内に同意情報を保存することは必ず

しも必要ない方針とする。

あり p2－3

22 同意なしの文書（閲覧保留文書）を登録エラーとするアドオ

ンチェック

閲覧保留の仕組みを使わないという方針に基づき、閲覧保留文書が誤って送ら

れてこないように同意なしの文書を登録エラーとするアドオンチェックを追加する。

なし p132

23 医療従事者のUXを考慮した、文書更新時の仕様の明記 変更要求を行った結果、紹介先医療機関が取得済みであった場合であったとし

ても、医療従事者が文書を新規作成しなおすことなく新しい文書IDを生成して

新規登録できるような仕様としていただきたい旨を追記。

その際、更新した文書を再度紹介先医療機関へ送付したことが、紹介元医療

機関の医療従事者にて把握できるような実装を推奨する。

あり p156－157

24 診療情報提供書登録エラー時のPDF出力機能の推奨 資格情報の誤り等により診療情報提供書の登録が行えない場合、本サービス用

に作成したPDFを紙で出力する機能を備えることを推奨する。

あり p152
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25 診療情報提供書・退院時サマリーのPDFセクションの登録方

針の補足説明

診療情報提供書・退院時サマリーのPDFセクションについて、文書全体のPDF

データが複数ページになる場合においても、1つのDocumentReferenceリソー

スに格納する。PDFセクションに含まれるDocumentReferenceリソースは原則

1つのリソースとなることを明記。

あり p48

26 自施設宛て文書一覧時のタイムアウトによるワーニングの追加 「自施設宛文書情報一覧取得機能(CIS-IF-111/112)」及び「文書情報検

索機能(OQS-IF-CIS07/08)」において、タイムアウトによるワーニングを追加す

る。

あり p177

27 FHIRプロファイルの多重の修正（診療情報提供書） 図6.診療情報提供書のFHIR Document構成において、CLINS1.13.0版に

合わせ、備考・連絡情報セクション・添付情報セクション・PDFセクション・

DocumentReferenceの多重度を修正。

あり p42

28 FHIRプロファイルの多重の修正（退院時サマリー） 図7.退院時サマリーのFHIR Document構成において、CLINS1.13.0版に合

わせ、添付情報セクション・PDFセクション・退院時診断セクションのConditonリ

ソースの多重度を修正。

あり p42

29 診療情報提供書・退院時サマリーのNarrative記載の際に利

用できるHTML要素（タグ）のルールを明記

診療情報提供書・退院時サマリーについて、Composition.section要素配下

の各構造情報セクションおよび備考・連絡情報セクションのtext部分に

Narrativeとして記述する場合のHTML要素のルールを規定する。

なし p45
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30 本サービスで取り扱う健診の考え方の見直し 本サービスでは、健診を実施する医療機関が、受診者ごとに適切な健診種別を

選択する。ただし、医療機関にて本サービスへ登録しようとしている健診文書につ

いて、健診を実施する医療機関において健診種別を明確に区別できない場合は

「保険者以外が行う特定健診等に相当する健診」として登録する方針とする。

あり p61

30 - - あり p63

31 健診結果報告書送付にあたっての患者同意のとり方の見直し 本サービスで健診結果報告書を登録する場合、現時点ではすべての健診に対

し、保健者に対して情報を共有することについて、受診者本人の同意を取得する

必要がある方針とする。

なし p64

32 本サービス登録時の被保険者資格に係る枝番の扱い 電子カルテ情報共有サービス導入時に、医療機関内のシステム間で枝番を含む

資格情報が正しく連携されるよう確認いただきたい旨を明記する。

あり p124

33 文書構成時のBundle.identifier整合性確保 文書構成時のBundle.identifierは、施設全体で整合性が取れた状態で管

理・保存されている必要があり、本サービスにデータを送信するシステムで一元的

に保存・管理する方法が推奨する旨を明記する。

あり p192

34 FHIRデータに記録される医療機関コードが同一文字列である

ことのアドオンチェックの条件追加（新旧医療機関コード混在を

許容する)

電子証明書とFHIRデータにおける医療機関コードの一致チェックにおける新旧紐

づけ対応は既に実装済みであるが、当該対応の前提として、FHIRデータ内に記

録されるデータ登録元医療機関コードが同一文字列であることのアドオンチェック

を行っていた。

一方で、FHIRデータ内に記録されるデータ登録元医療機関コードのなかでも、新

旧の医療機関コードの混在が考えられることから、「同一文字列であることのアドオ

ンチェック」のなかで、例外処理として新旧医療機関コードの混在を許容する仕組

みを実装する。

あり p122

35 保存期間を超過した臨床情報を医療機関が更新を実施しよ

うとした際に対する改修

保存期間を超過した臨床情報を医療機関が更新を実施しようとした際に対応で

きるように、中央基盤で新規登録する。

あり p155
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36 医療機関等における本番環境から接続検証環境へ接続でき

る仕組みの構築

医療機関におけるテスト実施方法を改善するために、接続先を切り替えずにリク

エストするxmlファイルのファイル名をもとに自動で接続先の環境を差配する。

あり p209－210

37 マイナ在宅Web、マイナ資格確認アプリにおける臨床情報・健

診結果報告書の閲覧同意の取得

マイナ在宅Web、マイナ資格確認アプリにおいて、臨床情報臨床情報・健診結

果報告書の閲覧同意の取得を可能とする。

あり p161

38 本サービスへの登録時に用いるJSON形式のデータの文字コー

ドにおけるUTF-8の推奨

本サービスへの登録時に用いるJSON形式のデータの文字コードは、「機能11：

FHIR形式のデータ生成　■文字コードおよび正規化方式に関する遵守事項」に

示すとおり、UTF-8とであるため、臨床情報・健診結果報告書の取得時の文字

コードもUTF-8とすることを強く推奨する。

あり p143

38 - - あり p162

39 検査・感染症における結果基準値のテキスト記載

(referenceRange.text)の文字コードの指定

referenceRange.textにおいて、Shift_JISに変換できないUnicodeの文字

が記録されている場合、エラーとなる。

（外部IF仕様書「別紙11-1_Shift_JIS向け文字変換表」に該当する

Unicodeの文字列は例外）

なし ー

※アドオンチェック一覧

で示す予定

技術解説書に記載なし

40 処方情報に内包されるEncounterリソースに対するバリデー

ションチェックの不備解消

文書中のMedicationRequest.contained:Encounter.meta.profileにお

いて、FHIR仕様に準拠したプロファイルバージョンの指定をおこなった場合に、不

要なアドオンチェックエラーが起こらないようにする。

あり ー

※アドオンチェック一覧

で示す予定

技術解説書に記載なし

41 プロファイルのサポートバージョン 令和8年度冬頃以降にサポートするバージョンは以下の通りとする。

CLINS-IG：1.13.0以降

健診：1.6.0以降

あり ー 技術解説書に記載なし

e e e e e e


